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2013 カニパト無事終了！ 

 
ここ一週間、にわかにツクツクボウシの声たかく、天行く雲はちぎれ雲。ハマカンゾウも

満開で、着実に、すこしせわしなく、猛暑の夏すぎてゆきます。 

8 月 25 日をもって 2013 年度カニパト終了。やむをえず大潮のタイミングとあわない設定

となりましたが、嵐や雷に遭遇することもなく、コープさん、トラストさん、東芝環境部の

みなさまなど、多彩なお客様を含めて参加市民 188 名、スタッフ 198 名。次世代育成を柱の

一つともする、カニパトらしい、緊張感あるカニパトになったかと存じます。紙芝居、設営

作業、しっかりこなしてくれた若手スタッフのみなさんに、大きな拍手。 

9 月に入り県から矢継ぎ早に連絡がはいります。来年 7月に延期となった開園にむけ、散

策路整備、パンフレット作成作業が始まるとのこと。ＮＰＯ調整会議も秋風とともにガテン

モードへ。谷の整備作業がはじまります。県、トラストとしっかり連携して、一気に仕事、

すすめます。 

文末になりましたがビッグニュース２つ。25 日、カニパトに参加された東芝電気環境部長

実平さまより、調整会議あて多額のご寄付のお申し出をいただきました。トラストを通して

のご提供。多難の上にも多難の予想される 2014 年にむけ、本当にうれしいニュースです。

もうひとつは、雨の日も風の日も、昼も夜もなく、干潟保全のための調査を続けてくださっ

た小倉さん、江良さんの記録が、慶應義塾の紀要論文として出版されます。絶滅危惧種満載

の仰天・驚異の小網代河口干潟の姿が、世に発信されてゆきます。  

                                  岸 由二 

 

 

 

１９ 

今年も無事、放仔を見守ることができました。

ご協力に感謝いたします。 



カニパトロール２０１３報告 

猛暑の中のカニパト 2013、最終日は土砂降りでしたが、全日程を無事終了することができました。カ

ニパトを支えた延べ 193 名のスタッフ、アドバイスに従ってアカテガニの放仔を見守ってくださった 188

名の観察者、みなさんに感謝です。 

スタッフの日誌から、カニの様子・自然の様子・参加者の様子・何でも感想をピックアップし、カニパ

ト 2013 の報告とさせていただきます。                        辻 晴一 

 

参加者数等 

期 月日 観察者数 主な観察者 スタッフ数 

ﾌﾟﾚ 7/21（日） 4 個人・家族等 4 名 38 

Ⅰ 
7/27（土） 21 

県横須賀三浦地域県政総合センター1 名、横須賀学園中学校 3 名、三井住友信

託銀行 5 名、個人・家族等 12 名 
22 

7/28（日） 7 県横須賀三浦地域県政総合センター1 名+ご家族 2 名、個人等 4 名 25 

Ⅱ 
8/10（土） 41 

小網代の森と干潟を守る会 15 名、県横須賀三浦地域県政総合センター3 名、個

人・家族等 23 名 
17 

8/11（日） 0 － 20 

SP 8/21（水） 65 かながわトラストみどり財団 28 名、ユーコープかながわ 37 名 19 

Ⅲ 
8/24（土） 44 港南区自然学級の会 37 名、神奈川県 1 名、個人・家族等 6 名 25 

8/25（日） 6 東芝関係者 3 名、個人・家族等 3 名 27 

合計 188 － 193 

注：8 月 21 日は、主催 かながわトラストみどり財団、共催 ユーコープかながわの観察会が実施され、サポートをしました。 

 

●カニの様子 

・7/21：最初の出は悪かったが、ピーク時間 10 分前から徐々に放仔個体が増え、先頭の岩場では 30 分

で 30 匹ほどが放仔した。 

・7/27： 日没後 25 分ではピークにならず、35 分後位にピークとなった。本日は日没 16：49、満潮 19：

57 と差が大。新しい経験だった。 

・7/28：出は遅かった。ピーク 19：15 の予定が 19：30～40 頃。満潮の関係か。真ん中で 20 匹、先端

で 20 匹ほど。 

・8/10：前半は少数だったが、後半は多数。但し、カニは小型のものが多かった。 

・8/11：昨日より少なく、満潮が遅かったためか、ピークも最終 19：00～19：10 頃だった。 

・8/21：非常に多い。岩場で 30 分 70 匹以上。／2 回生中心。3 回生も。 

・8/24：カニの数はかなり見られたが、放仔個体は少なかったように思われた。放仔のピークも少しずれ

ていたようだった。 

・8/25：大きな赤色の個体が明るいうちに見られて感激。／雨のためか数が少なかった。 

●自然の様子 

・7/21：日暮れ前後にツバメ群舞。／アンドンクラゲが多い気がする。／ずっとカワウが鳴いていた。 

・7/27：小網代は穏やかだったが、東京は大雨だったらしい。／ボラが多かった。 

・7/28：ウシガエルやウの声が聞こえてよかった。 

・8/10：ヤブヤンマ・ギンヤンマ飛ぶ。／ミズクラゲが出没した。／蒸し暑い夜。 

・8/11：夕焼け空に三日月。波の中に月影が揺れて赤く映っていた。一番星のスピカ低く輝いていた。 

・8/21：空模様が気掛かりだったが、雨にならず無事完了したことに安堵しました。 

・8/24：別荘前、ボラがよく跳ねていた。ツバメが餌をとりながら宙返りしている。北尾根のノブドウの

実がもう紫色に色づき始めました。／日没前はセミが賑やかだった。 

・8/25：16 時半頃から雨が降り出し、小雨状態だったが、18 時半頃から本降りに。／アオマツムシ・ツ

クツクボウシが鳴いている。 



●参加者の様子 

・7/21：今日はプレなので人数も少なく何も問題はなかったが、本番はこの何倍もの人数になると思うと、

気を引き締めて行わないと、と思いました。 

・7/27：約 20 名の参加者があり、第Ⅰ期 1 日目としては適度な規模の観察会となった。スタッフも慣れ

たことと思う。 

・7/28：放仔が始まるまでよく我慢してくれた。結果的に放仔がよく見られて満足していただけた。 

・8/10：比較的マナーよし。初めての方は半分位と思った。ヤッターヤッターの声が響いていた。 

・8/11：一般参加者はゼロというこれまでにあったか否かの珍しい状況。 

・8/21：子どもが十数名いたが、大きな混乱なし。／賑やかで楽しそうだった。 

・8/24：和気あいあいと、日頃よく活動しているグループのようで、楽しく観察していた。小学生男子元

気だ!!／6 歳以下の子はじっとしていられず、カニが逃げてしまった。なかなか難しい。 

・8/25：東芝の皆さんのセレモニー、寄付目録受領など記念行事でサプライズが楽しかった。 

●何でも感想 

・7/21：毎年緊張してこの日を迎える。たくさんの若い皆さんの参加でよいリズムでできた。今日は穏や

かな観察だったが、本番は甘くない。リーダーから咄嗟にきつい言葉が飛ぶこともあるかもしれ

ないが、修行と思って取り組んでほしい。 

・7/27：ゾエアが採れてよかった!!かなり緊張しましたが、紙芝居も何とか（笑）。またやりたいです。 

・7/28：今年初めて参加したスタッフも研修を入れ 3 日目なのに、ずいぶん慣れて、動きがスムーズ。 

・8/10：NPO 事務所にアカテガニ広場までの行き方がわからないという問合せが多くあり、守る会の観

察会を紹介したため、人数が多いのではと心配したが、程よい人数だった。守る会とうまく役割

分担ができた。／体調をこわして欠席の方が出ているので、体調管理にご注意ください。 

・8/11：13：47 神奈川県に竜巻注意情報が発表されたが何事もなし。無事カニパトⅡ期 2 日目終了。／

荷物番も今日はゆったりと、普段なかなかできないソーラーライトの点検ができでよかった。 

・8/21：現地についてから、一度スタッフ集合して打合せをすべきだった。天候が不安定でやむを得なか

った部分もあったが、散策案内、帰路案内の担当スタッフ、トイレ案内のことも事前に決めるべ

きだったと反省。スタッフ同士のあうんの呼吸で乗り切った。 

・8/24：7 時前に雨がポツポツ落ちて来たが、うまい具合に大降りにならず無事終了できてよかった。 

・8/25：ちょうど海に入った頃から雨が本格的になったが、無事に観察できたので良かったです。／初め

てカニパトに参加したインターンの皆さん、また定例作業（毎月第 3 日曜日）に是非参加してく

ださい。 

紙芝居 ゾエア観察 



 

 

 

浦の川生きもの通信 

(江良) 



 

小網代の干潟にまつわる物語 

（江良） 



 

 



臨時管理作業報告 

7～８月はカニパトのため、定例作業は行いませんでしたが、中央の谷の堰が破損したので修復のため臨

時作業を行いました。 

☆７月 15 日（11 名） 

●トレイルの草刈り（真ん中広場～一本橋～ベンケイ橋）及び一本橋広場下手のヤナギ林内の草刈り 

●真ん中広場中央の堰改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年 4～8月 小網代の谷の主な利用実績 

 今年の上半期もたくさんの方が小網代の自然観察やボランティアに訪れて下さいました。

大都市近郊には希な自然に触れ、皆さんどのような事をお感じになったのでしょう 

 

 ＮＰＯ法人小網代野外活動調整会議 

環境教育支援学校･団体（参加者数＋スタッフ数） 

4 月 10 日 かながわトラストみどり財団（8 名） 

4 月 27 日 リビエラリ海洋塾（18 名＋2 名） 

5 月 29 日 横須賀学院中学校（94 名＋7 名） 

6 月 1 日 神奈川学園中学校（216 名＋11 名） 

6 月 21 日 横浜市立新橋小学校（中止） 

6 月 22 日 リビエラ海洋塾（19名＋2 名） 

7 月 11 日 横浜市立不動丸小学校（149 名＋10 名） 

7 月 20 日 リビエラリ海洋塾（35 名＋3 名） 

7 月 25 日 日の出町立本宿小学校（51 名＋6 名） 

8 月 4 日 NEC ソフト（14 名＋10 名） 

8 月 6 日 清泉女学院中学高等学校生物部（16 名＋2 名） 

  

 小網代学習ボランテイアウォーク  

４月 21 日（雨天中止）、5 月 19日（15 名）、 

6 月 16 日（雨天中止）、 

10 月 21 日（5 名）、11 月 18 日（2 名）、 

12 月 21 日（2 名）、1 月 20 日（7 名）、 

2 月 17 日（5 名）、3 月 17 日（4名） 

 上記以外の案内、および、独自の観察会等 

4 月 29 日 小網代の森と干潟を守る会定例観察会共催（24 名） 

6 月 22 日 第 6 回こども小網代ボランティア（40 名） 

7 月 21 日 東京都立府中東高校公開講座「親子自然たんけん団」

（40 名） 

7 月 23 日 富士愛育園（48 名） 

7 月 23 日 埼玉県川越高等学校 SSH臨海実習（10 名） 

8 月 8 日 都立多摩科学技術高校科学研究部生物班（24 名） 

  

     

 

 

リビエラ海洋塾 

外来植生駆除ボランティアの様子 

不動丸小学校 

 干潟生物観察の様子 

清泉女学院中学高等学校生物部 

 干潟生物観察の様子 



2013 年 4～8月 小網代の谷の主な活用・活動実績 

 トラスト緑地保全支援事業（地球環境基金助成事業としての調査・整備活動も含む） 

4月 21日（6名）、4月 28 日（20名）、5月 19日（22 名）、6月 22 日（22名）、7 月 15日（11名） 

 干潟調査  

4月 10日（3名）、4月 11日（5名）、5月 26日（5名）、5月 27日（2名）、6月 9日（！名）、6月 10日（3名）、 

6月 24日（2名）、7月 20 日（2名）、7月 28 日（1名）、8月 24 日（2名）、8 月 25 日（1名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

◆第７回こども小網代ボランティア・クリーンアップのお知らせ 

小網代保全ならびに活用に、地元のこどもたち、各地の小

網代ファンのこどもたちの参加を促すことを主旨としては

じまったココボラ（こども小網代ボランティア）も、はや

７回！みなさまふるってご参加ください。 

 

開催日 2013 年 10 月 20 日（日） 要申込 

雨天の場合 11 月 17 日（日）に順延 詳細はチラシをご参照ください。 

 

◆ 毎月第３日曜日を定例活動日とします。事前に参加登録をお願いします。 

定例管理作業 

（10 時三崎口集合、16 時現地解散） 

2013 年 9 月 22 日、10 月 20 日、11 月 17 日 12 月 15 日 

軍手・食料・長靴持参  雨天・雷等警報発令時には中止あり 

◆ 10 月より小網代学習ボランティアウォークを再開します。第３日曜日９時３０分三崎口駅集合、長靴持参、汚れ

てもよい服装でお越しください。１２時現地解散。雨天の場合は中止します。 

◆ 2013 年度も引き続き、（公財）かながわトラストみどり財団（トラスト緑地保全支援事業）、および独立行政法人

環境再生保全機構地球環境基金（小網代河口干潟の生物多様性保全ビジョン作成と地域連携ボランティア実践）よ

り助成をいただき、おかげさまで順調に事業を実施しております。 

 

 特定非営利活動法人小網代野外活動調整会議 

連絡事務所 〒223-0053 神奈川県横浜市港北区綱島西 2-19-1 レーベンス綱島西Ａ棟 
     TEL ０４５－５４０－８３２０ FAX ０４５－５４６－４３４４ 
     ホームページ URL＝http://www.koajiro.org/ E-mail：koajiro@koajiro.org 
会費・寄付金払込先：郵便振替口座 ００２４０－１－９５３０７ 特定非営利活動法人小網代野外活動調整会議 

 

定例作業の集合写真 アマモ移植実験 


